
私が冬休み防災無線放送を担当しました

百寿のお祝い　阿部とよ子さん

　町では、防災行政無線を活用して、冬休みの期間中、子どもたちが安
全に帰宅できるよう帰宅促進放送をしています。
　今回の担当は、歌津中学校３年の佐藤信太郎さん。
　信太郎さんは、放送委員会委員長を務めたいい声の持ち主。今回の
放送は、クラスの推薦で決まったそうです。「放送は緊張したが、上手にで
きた。中学生活も残りわずか。受験に向けしっかりと勉強に励みたい」と
話してくれました。

　12月８日（金）、百寿を迎えた阿部とよ子さんに、町からお祝い金
と花束が贈られました。
　とよ子さんに長生きの秘訣を聞くと、日頃からうがいをするなど
自己管理を徹底してきたことだそうです。食事は、好き嫌いなく何
でも食べ、魚は毎日食します。また、昼食にはパンと牛乳、それにフ
ルーツデザートを食べるそうです。甘いものが大好きなとよ子さ
ん、いつまでもお元気で。
　百寿おめでとうございます。

元宮内庁料理長が腕をふるう
　12月７日（木）、沖田地区集会所で「民謡と踊りのランチタイム」
が行われ、天皇陛下の料理番（宮内庁大膳課主厨長）を務めた高
橋恒雄さんがオリジナル麻婆丼の炊き出しを行いました。
　高橋さんは、47年間宮内庁で料理の腕をふるい平成23年３月
の退職直前に東日本大震災が発生した。宮城県や福島県、最近
では福岡県でボランティアを行ってきた高橋さんは、南三陸町で
も１年半ボランティア活動を続けてきました。
　この日用意されたのは、油麩を使ったオリジナル麻婆丼200
食。集まった住民らは出来たての麻婆丼を「おいしい」「おいしい」
と言いながら幸せそうに味わっていました。高橋さんは、「料理の
基本は『思いやる心』。食べる人を思いやり、素材を思いやる。そ

のことが大切です」と話
します。
　この催しは、NPO法人
きずなの輪（登米市）の
主催で行われ、掛かった
経費は、埼玉県ふじみ野
市で開催された産業ま
つりから、南三陸町の人
たちのために使ってほし
いといただいた寄附で
賄われています。

宮城県知事感謝状
（統計調査員表彰）贈呈
　平成29年度宮城県統計大会が11月15日

（水）、多賀城市民会館で開催され、○入 山の
神平の山内芳

かおる

さんに知事感謝状が贈呈さ
れました。
　山内さんは、統計調査員として、統計の
重要性と意義を深く認識し、常に積極的に
調査に取り組む姿勢が他の模範となるな
ど、多年にわたり統計調査の推進に尽力さ
れました。
　山内さん、おめでとうございました。

南三陸町がもっと便利に、快適に
南三陸道路（南三陸海岸IC ― 歌津IC間）開通

　国が整備を進める三陸沿岸道路南三陸道路のうち、南三陸海岸IC（インターチェンジ）から歌津IC区間4.2キロ
メートルが12月９日（土）開通し、式典が行われました。
　志津川IC、南三陸海岸IC、そして今回の歌津ICの開通によって、仙台方面への時間的距離が短くなり、交流人口
の増加とともに、流通システムの整備による地元産業の振興・発展に期待が寄せられます。
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歌津婦人会の皆さんによる
カキ汁の振るまい

▼今回の開通区間と今後の開通予定

いよいよ開通 開通パレード 南三陸ハマーレ歌津での開通記念イベントでは、
伊里前契約会の打囃子が花を添えた
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